
様式１ 

 

兼城中学校 第３回学校運営協議会 報告書 
 

１ 開催日時  令和８年１０月２２日（木） 1８：３０～２０：２０ 

 

２ 場  所  本校 会議室 

 

３ 参 加 者 大城讓次 山内竜二 大城讓 長嶺安浩 大城悦子  

村島雄太 校長 教頭 地域連携担当教諭  

４ 会議内容 (1) 協議会の各部会設置に向けて（地域人材等の確認） 

         (2)地域連携活動について（各字からの協力依頼等） 

 

５ 熟議内容  

（１）協議会の各部会設置に向けて（地域人材等の確認）地域連携担当から 

①兼中応援団として活動して、山内さんの朝の草刈り時に生徒からの挨拶がさらにできる

ようになっている（地域の方が気兼ねなく学校に来校できる雰囲気づくりにつながっている）  

②夏休み期間に美術・絵画の創作活動でのアドバイス活動をする   

⇒ R９年度 夏休み期間に予定。地域の芸術家・工房に見学（武富）  

③校内で絵画・ミニ展示会のようなものを計画し、地域で活躍している方を紹介する機会

を設ける。（展示会については、今年度中に実施できないか調整する。）  

④他の市町村の人材バンクのような取組ができないか（兼中校区人材バンク） 

⑤卒業した人（同窓会）で組織づくりをする  

⑥兼城スポーツ振興会も役員ががんばっている  

⑦協力会社や起業家人材発掘をしたい  

⑧阿波根：健康クラブから声掛けしてもらい、地域の福祉法人の関わり 

（２）地域連携活動について（各字からの協力依頼等） 

①学校が地域と関わる方法は、アイデア募集があればいい。    

（３）その他 

①創立８０周年事業に向けて、学校運営協議会にも協力 

いただきたい  

② R9 年は期生会発足 R10 年に祝賀会等 

③ PTA の学校車の購入 （R7 年度） 

④ 周年行事の積立  

⑤ チラシのご案内、ボランティア保険について  

６ 校長あいさつ                  校長 

◯多くのアイデアができきて 自走しようと動いてきている（学校と地域の協働） 

◯あいさつを自分からできる生徒の育成（自立）を考えている（めざす生徒像の確認） 

◯兼城中校区の人材を自分たちで作っていきたい（持続可能な組織づくり・わったー学校） 

 


